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妻子

吉
原
達
塩
著
「
パ
ハ
オ

l
フ
ェ
ン
定
地
権
制
い
と
ロ
!
マ
養

子
法
の
側
部
」
(
内
法
政
研
究
い
七
O
巻
関
口
汚
)

:rH 

本
稿
は
全
体
で
二
章
織
成
二
二
頁
の
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
論
考
で
あ

る
が
、
著
者
が
永
年
取
り
組
ん
で
き
た
パ
ハ
オ
l
フ
広
ン
研
究
の
一
環
を

な
し
、
そ
の
医
大
な
蓄
積
を
背
景
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
核
に

平
田
公
夫
・
森
山
清
純
と
の
共
訳
に
よ
る
』
山
¥
ハ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン
吋
母
権

制
』
(
上
)
・
(
下
)
(
白
水
社
、
一
九
九
二
・
一
九
九
三
年
)
(
以
下
、
立
地

権
制
い
と
略
記
)
と
、
一
平
田
公
夫
と
の
共
訳
に
よ
る
間
吋
古
代
墳
慕
象
徴

試
論
」
(
作
品
社
、
ニ

O
O四
年
)
と
い
う
浩
織
な
邦
訳
が
存
在
す
る
こ

と
は
賂
知
の
事
笑
で
あ
ろ
う
(
な
お
、
前
者
に
つ
い
て
は
本
誌
四
四
号
三

O
九
頁
i
一
一
二
三
一
良
に
中
村
雄
二
郎
の
議
評
が
あ
る
)
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
を
充
分
消
化
す
る
こ
と
な
し
に
本
稿
の
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
近
辺
な
追

う
だ
け
の
作
業
で
は
、
努
力
し
て
も
限
界
が
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
す
る

が
、
本
引
の
凶
評
で
は
、
以
下
に
本
稿
の
内
容
自
体
を
順
次
婆
約
紹
介
し
た
う

え
で
評
者
な
り
の
連
怨
に
基
づ
く
宕
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
で
そ
の

資
め
を
築
ぎ
た
い
。

一
問
題
の
所
在

ス
イ
ス
の
法
制
史
家
パ
ハ
オ
i
フ
Z

ン
は
「
母
権
制
い
(
一
八
六
一
年
)

に
お
い
て
母
権
制
か
ら
父
権
制
へ
の
歴
史
的
発
展
と
い
う
図
式
な
提
示
し

た
。
そ
の
一
前
説
は
、
白
本
に
お
い
て
中
間
蒸
ら
の
手
に
よ
り
受
容
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
人
類
学
・
民
族
学
の
フ
ィ
!
ル
ド
ワ
!
ク
に

よ
っ
て
そ
の
図
式
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
「
母
権
制
」
の
観
念
世
界
が

「
空
想
的
な
母
権
時
代
の
図
絵
」
(
大
林
太
良
)
と
も
評
さ
れ
て
い
る
点

は
否
定
出
来
な
い
。
パ
ハ
オ
!
フ
ェ
ン
は
、
ギ
ヲ
シ
ア
・
ロ
!
?
の
神
話

を
原
史
料
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
観
念
の
成
層
、
そ
し
て
そ
の
枢
裂
を
山
引
き

出
す
手
法
を
と
り
、
そ
の
手
法
は
ロ
!
?
法
源
に
対
し
て
も
と
ら
れ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
吋
母
権
制
」
は
、
吋
古
代
墳
姦
象
徴
試
論
』
と
と

も
に
新
た
な
吋
ロ
!
?
史
い
構
想
の
一
淡
ー
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
ザ
者
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者
は
よ
述
の
よ
う
な
解
釈
手
法
に
関
心
を
持
ち
つ
つ
、
パ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン

の
抱
い
た
ロ
'38587

家
族
法
の
歴
史
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
婚
姻
、
嫁
資
、

相
続
、
養
子
と
い
っ
た
キ
i
ワ
i
ド
を
手
掛
か
り
に
確
認
し
た
い
と
す
る
。

本
稿
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
ロ
!
?
法
上
の
養
子
を
め
ぐ
る
問
題
に
限
定

し
た
う
え
で
、
パ
ハ
オ
i
フ
ェ
ン
が
用
い
た
法
制
史
家
と
し
て
の
手
法
の

一
面
、
特
に
ロ

l

マ
法
滋
解
釈
の
手
法
を
探
求
し
た
い
と
企
図
す
る
。

ニ
吋
母
権
制
」
に
お
け
る
ロ
!
?
養
子
法
の
諸
相

-
立
川
権
制
い
に
お
け
る
養
子
法
の
佼
鐙
づ
け

養
子
制
度
と
は
、
婚
姻
制
度
と
と
も
に
長
い
底
史
を
有
す
る
身
分
法
的

現
象
で
あ
る
が
、
人
為
的
擬
制
的
な
性
質
が
充
満
し
て
い
る
だ
け
に
、
婚

姻
よ
り
も
は
る
か
に
複
雑
で
波
乱
に
充
ち
た
過
去
を
持
っ
て
い
る
。
親
族
、

親
子
、
夫
婦
な
ど
身
分
法
的
関
係
は
自
然
的
・
所
与
的
で
あ
る
点
に
お
い

て
人
為
的
・
所
作
的
で
あ
る
財
波
法
的
関
係
と
は
つ
ね
に
著
し
い
対
立
を
を

な
し
て
い
る
。
養
子
制
度
は
、
そ
の
身
分
法
の
中
に
あ
っ
て
完
全
に
人
為

的
な
関
係
で
あ
る
が
、
し
か
し
古
来
多
く
の
社
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
き

た
。
養
子
制
度
の
発
生
・
持
続
を
可
能
に
す
る
動
機
は
家
族
的
要
求
と
俄

人
的
姿
求
の
こ
つ
で
あ
る
。
前
者
は
経
済
的
意
味
と
、
時
に
宗
教
的
信
念

か
ら
自
ら
の
永
続
を
願
っ
て
い
る
家
族
間
体
が
、
血
族
に
よ
る
自
ら
の
承

継
が
不
可
能
な
場
合
に
法
的
擬
制
を
応
用
し
て
自
然
を
超
克
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
子
を
も
ち
た
い
と
い
う
本
能
的
欲
求
が
絞
ま

れ
る
と
き
の
代
努
手
段
で
あ
り
、
婚
姻
他
の
自
然
的
な
諸
方
法
が
不
可
能

な
と
き
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
二
人
を
社
会
的
に
親
子

と
し
て
、
一
向
者
間
に
哀
の
血
縁
が
続
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
な
し
た
も

の
で
あ
る
。
パ
ハ
オ
i
ブ
ェ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
と
ロ

1
7
法
源
の

な
か
に
養
子
と
い
う
観
念
の
諸
相
を
発
見
し
、
ア
ポ
ロ
ン
的
段
階
の
父
性

観
念
の
形
成
が
養
子
縁
組
の
発
展
の
な
か
で
顕
著
に
示
さ
れ
る
と
震
う
。

彼
は
吋
母
権
制
」
序
説
に
お
い
て
、
デ
メ
テ
ル
的
原
理
の
も
と
で
の
養
子

が
「
母
の
子
」
と
し
て
自
然
の
真
理
を
逸
脱
で
き
な
い
の
に
た
い
し
て
、

ア
ポ
ロ
ン
的
現
念
に
議
づ
く
養
子
は
、
精
神
的
な
予
の
縁
組
へ
と
発
展
し
、

母
系
に
は
な
い
底
系
承
継
の
現
念
を
完
成
し
て
、
一
族
の
不
滅
と
い
う
ア

ポ
ロ
ン
的
理
念
な
も
た
ら
し
た
と
の
ベ
る
。

2

養
子
観
念
の
変
遷

i
i
且
ウ
リ
ピ
デ
ス
「
イ
オ
ン
い

パ
ハ
オ
l
フ
ぉ
ン
は
、
養
子
の
観
念
の
発
展
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
も

の
と
し
て
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
吋
イ
オ
ン
い
を
取
り
上
げ
る
(
周
知
の
ご
と
く
、

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
前
五
位
紀
プ
テ
ナ
イ
の
人
で
あ
り
、
一
一
一
大
悲
劇
詩
人
の

一
人
で
あ
る
〕
。
著
者
は
、
ま
ず
こ
の
作
品
の
あ
ら
す
じ
(
ア
ポ
ロ
ン
が

ア
テ
ナ
イ
の
王
女
ク
レ
ウ
サ
に
生
ま
せ
、
ク
レ
ウ
サ
が
捨
て
た
採
の
子
イ

オ
ン
が
成
長
後
、
自
ら
の
素
性
を
知
ら
ず
し
て
ク
レ
ウ
サ
と
関
わ
り
、
そ

の
養
子
に
な
っ
た
り
議
殺
さ
れ
か
か
っ
た
り
す
る
)
を
自
ら
丁
寧
に
補
充

紹
介
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
大
地
約
母
綴
秘
か
ら
デ
ィ
オ
ユ
ュ
ソ
ス
的
父

権
制
を
経
て
ア
ポ
口
ン
的
父
権
制
へ
と
至
る
三
段
階
の
象
徴
と
捉
え
る
パ

ハ
オ
l
フ
ェ
ン
吋
問
問
機
制
い
第
一
一
四
節
の
議
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、

第
一
段
階
の
大
地
的
母
権
制
と
は
、
ク
レ
ウ
サ
が
属
す
る
ア
テ
ナ
イ
王
家

に
象
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
問
主
家
で
は
笑
の
母
子
関
係
が
明
ら
か
に

な
っ
て
は
じ
め
て
王
佼
継
承
権
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

エ
リ
ク
ト
ニ
オ
ス
|
エ
レ
ク
テ
ウ
ス
一
族
に
一
貫
し
て
流
れ
る
母
権
的
思

想
が
見
て
と
れ
る
。
第
二
段
階
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
的
父
権
制
は
、
(
ク

レ
ウ
サ
の
夫
で
呉
国
出
身
の
)
ク
ス
ト
ス
に
対
す
る
ア
ポ
ロ
ン
の
神
託
に
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象
徴
さ
れ
る
。
ア
ポ
ロ
ン
は
イ
オ
ン
、
が
自
分
の
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ

ず
、
ク
ス
ト
ス
の
庶
子
だ
と
す
る
。
そ
し
て
ク
ス
ト
ス
と
イ
オ
ン
の
父
子

関
係
は
パ
ッ
コ
ス
日
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
宵
祭
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
ス
ト
ス
は
二
度
デ
ル
ポ
イ
に
出
か
け
た
が
、
一
度
目
に
ク
ス
ト
ス
は
パ

ツ
コ
ス
の
宵
祭
り
に
肉
体
的
父
と
し
て
、
二
度
目
に
プ
ポ
ロ
ン
の
神
託
に

よ
っ
て
精
神
的
父
と
し
て
子
を
授
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
一
一
段
階
の
ア
ポ

ロ
ン
的
父
権
制
が
、
こ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
父
権
制
の
段
階
の
う
え
に

登
場
す
る
。
イ
オ
ン
が
使
っ
た
天
幕
が
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
手
で
ア
マ
ゾ
ン

女
族
か
ら
奪
わ
れ
た
物
で
あ
る
こ
と
の
シ
ン
ボ
ワ
ズ
ム
と
し
て
示
さ
れ
る
。

こ
の
天
幕
は
ア
マ
ゾ
ン
女
族
の
純
粋
な
光
の
原
盟
へ
の
服
従
を
意
味
す
る
。

ア
ポ
ロ
ン
が
父
権
制
に
完
全
な
精
神
性
を
付
与
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
地

的
母
権
制
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
父
機
制
の
も
つ
物
質
性
は
完
全
に
克
服

さ
れ
る
。

寺下

3

「
資
子
は
自
然
を
模
倣
す
る
」

母
性
中
心
の
養
子
観
念
か
ら
父
性
的
な
養
子
観
念
へ
の
推
移
は
、
ロ
!

?
法
源
中
に
も
読
み
取
り
可
能
で
あ
る
。
自
権
者
養
子
縁
組

(
急
円
。
尚
三
一
C
)

制
度
は
、
生
殺
の
権
を
や
心
と
す
る
家
長
権
を
招
来
す

る
た
め
に
の
み
存
在
し
た
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
論

点
に
関
し
て
バ
ハ
オ
i
ブ
ェ
ン
が
行
っ
た
史
料
操
作
(
ゲ
ツ
リ
ウ
ス
吋
ア

ツ
テ
ィ
カ
夜
話
」
(
の
色
ロ

5w
印
い
由
由
)
)
を
検
証
し
、
パ
ハ
オ

I
フ
ェ
ン

が
(
窓
関
的
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
が
)
生
殺
の
機
に
か
か
わ
る
筒
所

を
削
除
し
て
読
む
こ
と
で
自
然
的
な
関
係
の
擬
制
な
い
し
「
自
然
の
模

倣
」
(
一
百
円
三
円

cszsg
と
い
う
点
に
力
点
を
資
く
も
の
と
理
解
し
た

と
す
る
。
パ
ハ
オ
i
フ
ぉ
ン
は
、
そ
の
う
え
で
養
子
と
「
自
然
の
模
倣
」

，"1¥ ιg 

の
関
わ
り
を
古
典
古
代
殴
界
に
追
求
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
中
に
は
デ
ィ
オ

ド
ロ
ス
の
伝
え
る
ヘ
ラ
と
へ
ラ
ク
レ
ス
に
ま
つ
わ
る
神
話
(
へ
ラ
が
へ
ラ

ク
レ
ス
を
養
子
に
す
る
際
、
分
娩
を
模
し
た
と
い
う
も
の
)
や
、
ス
ト
ラ

ボ
ン
や
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
の
伝
え
る
イ
ベ
リ
ア
人
他
の
擬
娩
の
風
習
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
男
性
原
理
の
従
属
と
母
性
の
優
位
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
い
う
。

次
い
で
、
議
論
は
〔
古
典
期
〕
ロ
!
?
法
に
お
け
る
母
権
制
と
父
権
制

の
対
立
に
移
る
。
両
者
の
対
立
は
?
?
の
身
分
を
決
定
す
る
基
殺
が
分
娩
持

か
懐
胎
持
か
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
い
う
が
、
パ
ハ
オ
i
フ
ェ
ン
は
、

ガ
イ
ウ
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
、
ネ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
法
文
を
援
用
し
た
う
え

で
、
分
娩
時
基
準
と
結
び
つ
く
母
権
制
は
、
ロ
!
?
法
に
お
い
て
市
民
法

上
の
婚
姻
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
あ
く
ま
で
従

属
的
な
も
の
で
あ
り
、
懐
胎
持
基
準
と
結
び
つ
く
父
権
制
が
基
本
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
市
民
法
と
自
然
法
と
の
対
立
の
帰
結
が
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
と
す
る
。

4

口
!
?
の
養
子
法

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
段
階
で
は
、
父
性
は
擬
娩
に
よ
っ
て
母
性
と
そ
の

自
然
的
真
理
を
受
け
取
り
、
未
だ
自
然
的
作
物
質
的
な
観
念
の
も
と
に
あ

っ
た
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
中
間
段
階
か
ら
ア
ポ
ロ
ン
的
父
性
観
念
へ

の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
契
機
は
、
ロ
!
?
法
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
民
家

と
家
を
と
も
に
支
配
す
る
イ
ン
ベ
リ
ウ
ム
と
い
う
政
治
的
視
点
が
母
性
原

理
の
従
属
化
と
完
全
な
疎
外
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ロ
!
?

の
養
子
理
論
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
つ
の
視
点
け
涼
裂
が
存
寂
す
る
。
第
一
は

男
性
に
よ
る
支
配
H
権
力
関
係
(
家
長
権
な
い
し
父
権
制
)
で
あ
り
、
第
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こ
は
ア
ポ
ロ
ン
的
父
性
観
念
で
あ
る
。
前
者
か
ら
は
、
女
子
が
養
子
を
と

れ
な
い
と
い
う
原
則
が
導
か
れ
る
。
後
者
か
ら
は
、
無
安
帯
者
も
養
子
縁

組
を
な
し
う
る
こ
と
、
出
品
子
を
有
し
な
い
者
も
孫
と
し
て
あ
る
者
を
養
え

る
こ
と
、
老
齢
者
及
び
性
的
不
具
者
も
養
子
縁
組
を
な
し
得
る
と
い
う
諸

命
題
が
導
か
れ
、
こ
れ
ら
が
自
然
原
理
無
視
の
箆
左
と
さ
れ
る
。
長
幼
逆

転
し
た
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
、
共
和
政
米
期
に
自
然
か
ら
の
逸
脱
で
あ

る
と
い
う
キ
ケ
ロ
か
ら
の
批
判
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
既
に
顕
著

に
行
わ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ウ
ス
の
時
代
に
も
多
く
の
法
律
家
が
こ
れ
を
認

め
た
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
稽
の
時
代
に
は
揺
り
…
炭
し
が
あ
り
、
年
少
者

は
年
長
者
を
養
子
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
自
然
的
真
理
に
即
し

た
判
断
を
く
だ
し
て
い
る
。
パ
ハ
オ

i
フ
ェ
ン
は
、
こ
の
判
断
に
ユ
帝
の

広
範
な
物
質
的
観
点
、
を
み
と
め
て
い
る
。
最
後
に
、
収
義
者
と
被
収
護
者

の
同
時
存
在
原
則
〔
近
隣
地
所
在
原
則
の
趣
旨
か
?
〕
も
本
質
的
な
こ
と

で
は
な
く
な
る
と
さ
れ
る
。

5

事
口
に
よ
る
養
子
|
|
カ
エ
サ
ル
と
プ
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

こ
こ
で
は
、
家
長
が
巡
一
言
に
よ
っ
て
あ
る
者
を
養
子
と
す
る
慣
行
が
扱

わ
れ
る
。
こ
れ
は
白
権
者
養
子
縁
組
・
他
権
者
養
子
縁
組
と
迷
っ
て
戸
!

?
法
学
者
の
言
及
対
象
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
説
の
不
一

致
点
も
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
、
一
八
四
八
年
吋
p
!
?
市
民
法
論

文
選
い
所
収
の
パ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン
「
遺
言
に
よ
る
養
子
」
で
の
議
論
が
検

討
さ
れ
、
定
地
権
制
い
で
の
議
論
と
の
比
較
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
。
前

者
は
、
遺
骨
一
口
に
よ
る
養
子
は
、
故
人
の
財
産
法
上
の
代
理
を
会
人
格
の
代

理
へ
と
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
造
一
一
一
口
一
向
に
よ
る
養
子
は
、
相
続
人

の
み
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
相
続
人
を
故
人
の
予
と
し
て
結

果
的
に
向
同
様
相
続
人
と
同
等
に
扱
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
故
人
の
政

治
的
地
位
の
襲
位
と
い
う
効
果
も
伴
う
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
カ
エ
サ
ル

と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
生
者
間
で
の
養

子
、
カ
エ
サ
ル
の
名
の
命
名
、
が
こ
の
慣
行
に
代
え
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
。
次
い
で
沼
地
権
制
い
で
の
議
論
に
移
る
が
、
こ
こ
で
は

「
父
性
観
念
」
、
「
精
神
性
」
と
い
う
キ

i
ワ
I
ド
が
新
た
に
用
い
ら
れ
、

母
権
総
か
ら
父
権
制
、
母
性
観
念
か
ら
父
性
綴
念
へ
の
発
展
過
程
の
中
に

逃
一
一
首
に
よ
る
養
子
が
位
践
を
つ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
は
デ
ィ
オ
ニ

ユ
ソ
ス
的
父
性
綴
念
か
ら
ア
ポ
ロ
ン
的
父
性
観
念
へ
の
移
行
と
い
う
最
終

段
階
を
読
み
取
れ
る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
ま
ず
資
族
(
パ
ト
リ

キ
)
男
性
に
対
し
て
女
性
か
ら
な
さ
れ
た
選
管
と
、
逃
設
に
際
し
て
の
襲

名
条
件
付
与
と
い
う
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
養
子
と
な
り
自
ら

の
名
を
継
ぐ
よ
う
求
め
た
カ
エ
サ
ル
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
宛
泣
言
が
例
と

し
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
パ
ハ
オ
i
フ
ェ
ン
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ウ
グ
ス
ト

ウ
ス
が
財
政
を
相
続
す
る
だ
け
で
な
く
、
カ
エ
サ
ル
の
名
前
を
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
養
父
カ
エ
サ
ル
の
精
神
的
相
続
人
と
し
て
、
ユ
リ
ウ
ス
氏
の
継

承
者
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
関
係
は
き
わ
め
て
「
精
神
的
な
も
の
」
で

あ
り
、
母
性
綴
念
よ
り
は
ア
ポ
ロ
ン
的
父
性
保
理
と
結
び
つ
く
と
い
う
。

こ
の
「
道
一
一
践
に
よ
る
養
子
」
も
、
後
に
は
カ
エ
サ
ル
の
名
前
を
命
名
す
る

こ
と
で
代
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
命
名
に
よ
る
方
法
は
何
ら
の

手
続
も
法
的
擬
制
も
必
要
と
し
な
い
単
な
る
意
思
表
示
で
あ
り
、
命
名
に

よ
る
父
子
関
係
の
創
設
と
し
て
自
然
的
日
性
的
議
礎
か
ら
完
全
に
解
放
さ

れ
、
精
神
性
を
さ
ら
に
高
め
た
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
「
名
」

(ロ
o
自
由
ロ
)
と
「
家
」
(
同
即
日
口
一
同
)
の
精
神
的
窓
義
が
論
ぜ
ら
れ
た
う
え
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で
、
結
論
と
し
て
、
ヵ
ェ
サ
ル
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
を
養
子
と
し
た
こ
と

は
、
ア
ポ
ロ
ン
的
日
精
神
的
父
伎
の
不
滅
な
完
全
に
検
-
証
し
、
こ
れ
が

「
発
展
」
の
最
終
段
階
と
し
て
象
徴
的
な
意
味
を
付
与
さ
れ
た
も
の
と
挺

〉え

vo
。

評

6

小

以
上
を
受
け
て
、
エ
ウ
叶
担
ツ
ピ
デ
ス
吋
プ
プJJ円

ス
ト
ウ
ス
の
養
子
縁
組
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ポ
ロ
ン
的
精
神
的
父
性
の
神
話

的
な
提
示
と
歴
史
的
事
実
(
た
だ
し
、
特
定
の
場
所
性
他
を
離
れ
、
普
遍

性
を
獲
得
し
た
「
指
導
思
想
」
と
し
て
の
歴
史
事
笑
)
と
し
て
の
再
現
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
パ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン
は
究
極
の
精
神
的
か

っ
純
粋
な
父
性
観
念
H
父
権
制
な
最
終
的
絶
対
的
な
も
の
と
考
え
て
い
な

い
と
著
者
は
推
測
し
、
そ
の
う
え
で
、
玉
座
の
父
権
制
に
基
づ
く
継
承
と

玉
座
の
母
系
的
由
来
に
対
す
る
意
識
が
イ
オ
ン
の
場
合
も
カ
エ
サ
ル
の
場

合
も
併
存
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
か
く
し
て
、
ロ
ー
マ
と
ア
テ
ナ
イ
が
相

互
依
存
の
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
父
権
制
へ
の
発
展
の
中
心
を
な
す
様
を

叙
述
し
た
う
え
で
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ク
ス
の
像
と
政
策
に
母
権
制
に
対
す
る

父
権
総
の
勝
利
を
見
る
。
最
後
に
、
ロ
!
?
法
学
に
お
け
る
養
子
関
連
の

法
源
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
自
然
対
人
為
、
母
性
対
父
性
、
物
資
対
精
神
の

対
立
構
造
が
示
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
期
に
前
者
の

優
位
が
再
び
主
張
さ
れ
る
こ
と
を
パ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン
の
怒
限
と
し
て
指
摘

す
る
。以
上
が
評
者
な
り
の
要
約
で
あ
る
。
養
子
制
度
を
「
自
然
の
模
倣
」
と

閉
山
く
と
き
、
評
者
は
な
H
M
白

Z
3
3
が
、
「
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
」
と
渡
訳
可
能
な
こ
と
を
怨
起
し
、
あ
わ
せ
て
(
本
稿
で
著
者
は
直

主i芝
}弓3

接
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
)
「
学
説
議
纂
い
で
の
ウ
ル
ピ
ア
i
ヌ
ス
の
自

然
法
規
定
(
ロ
Y
H
V
H

い
)
を
連
怨
す
る
。
人
類
の
婚
姻
・
山
山
生
・
育
児
を

他
の
自
然
界
の
動
物
と
結
び
つ
け
る
こ
の
規
定
は
、
法
思
想
史
的
に
と
か

く
の
議
論
を
呼
ん
で
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
本
稿
で
指
摘
さ
れ
た
身
分
法

の
持
つ
自
然
的
・
所
与
的
性
格
と
財
産
法
と
の
異
質
性
と
を
あ
わ
せ
て
考

え
る
と
、
こ
れ
を
市
民
法
の
中
に
あ
り
な
が
ら
婚
姻
・
出
生
・
育
児
と
い

う
人
間
の
動
物
的
な
部
分
を
扱
い
自
然
法
と
接
す
る
部
分
と
理
解
し
て
納

得
出
来
る
か
と
も
思
う
。
さ
て
、
著
者
も
本
稿
冒
頭
で
認
め
て
い
る
こ
と

で
、
評
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
が
、
バ
ハ
オ
l
フ
Z

ン
の
叙
述
ス
タ
イ
ル

は
「
民
族
」
単
位
で
の
配
列
を
と
る
た
め
記
述
が
錯
綜
す
る
傾
向
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
パ
ハ
オ
i
フ
ェ
ン
の
学
問
世
界
に
お
い
て
は
そ
の
思

考
内
容
の
諭
滋
的
か
つ
整
合
的
な
抱
援
が
殴
難
な
こ
と
が
否
め
な
い
。
こ

れ
を
全
体
的
に
見
通
せ
る
視
点
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
、
読
者
に
と
っ
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
容
易
と
す
る
の
に
格
好
の
導
き
手
と
し
て
学
界
は
著
者
を
得
た

と
評
者
は
思
設
す
る
。
こ
れ
か
ら
バ
ハ
オ
l
フ
ェ
ン
の
役
界
に
関
し
て
婚

姻
、
嫁
資
、
相
続
な
ど
の
隣
接
論
点
、
さ
ら
に
家
族
法
一
般
に
関
す
る
議

論
を
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
解
明
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
ち
た

い
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
パ
ハ
オ
l
フ
Z

ン
の
「
自
然
」
観
念

一
般
と
結
び
つ
け
て
導
い
て
頂
く
と
大
変
有
り
難
い
と
思
う
。
最
後
に
、

批
判
的
な
姿
勢
も
示
し
た
い
と
思
っ
た
が
些
細
な
点
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

ニ
箇
所
を
付
し
う
る
の
み
で
あ
る
。

ω第
二
翠
四
で
の
ネ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
文

5
・8
L
b
)

の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
が
百
地
権
制
」
(
下
)
一

O

一
一
一
真
で
は
訳
さ
れ
て
い
る
「
適
法
な
父
を
も
た
な
い
者
の
」
の
筒
所
を
本

稿
に
お
い
て
省
略
さ
れ
た
の
は
、
息
子
一
般
に
つ
き
分
娩
時
基
準
が
適
用
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さ
れ
る
と
の
誤
解
を
読
者
に
紹
き
か
ね
な
い
か
と
凶
ゅ
う
。

ω第
二
翠
六
で

の
「
帝
王
切
開
問
」
(
な
お
、
「
母
権
制
い
(
下
)
一
一
五
一
良
参
照
)
で
あ
る

が
、
〆
穴
式

c
n
s
g円
S
3に
つ
い
て
は
、
「
切
開
す
る

(gac)
の
派

生
形
が
語
源
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。(林
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町
山
田
良
)




